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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月8日(2010.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極と該画素電極に対向する対向電極と、前記画素電極と前記対向電極間に充填さ
れた液晶とを有してなる表示画素を、表示データに基づいて所定の選択期間毎に表示駆動
する表示駆動装置において、
　前記表示データの階調数に応じた複数の階調電圧を発生する階調電圧発生回路と、
　前記選択期間内に、前記表示データの階調値に応じて前記階調電圧発生回路で発生され
た前記複数の階調電圧の何れかを選択して出力し、前記画素電極に印加して、前記表示画
素に前記画素電極と前記対向電極間の電位差による表示信号電圧を書き込む書き込み回路
と、
　を具備し、
　前記選択期間のうちの初期の期間からなる補正期間において、前記書き込み回路から出
力される前記階調電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる方向に、前記表示デー
タの階調値に応じたシフト量だけシフトした補正階調電圧とする補正手段を有することを
特徴とする表示駆動装置。
【請求項２】
　前記階調電圧発生回路は、上限電圧と下限電圧間に直列接続された複数の分圧抵抗によ
って、前記上限電圧と前記下限電圧間の電位差を分圧して前記複数の階調電圧を発生する
分圧回路と、前記補正期間において、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方の、前
記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側の電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくな
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る方向にシフトした電圧値を有するシフト電圧に切り替える手段と、を有することを特徴
とする請求項１に記載の表示駆動装置。
【請求項３】
　前記表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、
　前記階調電圧発生回路は、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補
正制御信号及び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号が供給され、前記補正制御信
号及び前記極性制御信号に応じて、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方を前記シ
フト電圧にするか否かを切り替える切替回路を備えることを特徴とする請求項２に記載の
表示駆動装置。
【請求項４】
　前記階調発生回路は、更に、前記分圧回路における前記複数の分圧抵抗に並列に設けら
れる、前記複数の分圧抵抗の抵抗値より小さい抵抗値を有する、直列接続された複数の補
助抵抗と、遅延制御信号が供給され、該遅延制御信号に応じて、前記補正期間及び該補正
期間終了直後の期間において、前記複数の補助抵抗を前記複数の分圧抵抗に並列に接続す
る手段と、を有することを特徴とする請求項３に記載の表示駆動装置。
【請求項５】
　前記補正階調電圧は階調毎に異なる値を有し、
　前記シフト量は、前記表示データの階調値が前記表示信号電圧の絶対値が最も大きくな
る値であるときに最も大きい値に設定されることを特徴とする請求項１に記載の表示駆動
装置。
【請求項６】
　前記階調電圧発生回路は、前記表示データの階調に対応した階調電圧に加えて、前記階
調電圧の最大の電圧よりも高い電圧及び前記階調電圧の最小の電圧より低い電圧を有する
シフト階調電圧を発生する手段を有し、
　前記書き込み回路は、前記補正期間においては、前記複数の階調電圧から前記表示デー
タの階調値より前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側の階調に対応した前記階調電圧
又は前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側の前記シフト階調電圧を選択して、前記補
正階調電圧として出力する手段を有することを特徴とする請求項１又は５に記載の表示駆
動装置。
【請求項７】
　前記表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、
　前記書き込み回路は、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正制
御信号及び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号が供給され、該補正制御信号及び
前記極性制御信号に応じて、出力する電圧を、前記補正階調電圧とするか否かを切り替え
る選択回路を備えることを特徴とする請求項６に記載の表示駆動装置。
【請求項８】
　前記選択回路は、前記表示データの階調値が少なくとも中間調より前記表示信号電圧の
絶対値が大きくなる側の階調であるときに、前記補正期間において、前記補正階調電圧を
選択して出力することを特徴とする請求項７に記載の表示駆動装置。
【請求項９】
　複数の走査ライン及び複数の信号ラインの各交点に対応してマトリクス状に配列され前
記走査ライン及び前記信号ラインに電気的に接続された画素電極と、該画素電極に対向す
る対向電極と、前記画素電極と対向電極間に充填された液晶と、を有してなる複数の表示
画素を有する表示パネルと、
　前記複数の走査ラインを所定の選択期間毎に順次選択する走査線駆動回路と、
　前記表示データの階調数に応じた複数の階調電圧を発生する階調電圧発生回路と、前記
走査線駆動回路による前記各走査ラインの前記選択期間内に、前記表示データの階調値に
応じて前記階調電圧発生回路で発生された前記複数の階調電圧の何れかを選択して前記複
数の信号ラインに出力して、当該選択された走査ラインの前記各表示画素に前記画素電極
と前記対向電極間の電位差による表示信号電圧を書き込む書き込み回路と、を有する信号
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線駆動回路と、
　を備え、
　前記信号線駆動回路は、前記選択期間のうちの初期の期間からなる補正期間において、
前記書き込み回路から出力される前記階調電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくな
る方向に、前記表示データの階調値に応じたシフト量だけシフトした補正階調電圧とする
補正手段を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　前記階調電圧発生回路は、上限電圧と下限電圧間に直列接続された複数の分圧抵抗によ
って、上記上限電圧と下限電圧間の電位差を分圧して前記複数の階調電圧を発生する分圧
回路と、前記補正期間において、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方の、前記表
示信号電圧の絶対値が大きくなる側の電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる方
向にシフトした電圧値を有するシフト電圧に切り替える手段と、を有することを特徴とす
る請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記表示装置は、更に、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正
制御信号及び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号を出力する制御回路を備え、
　前記表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、
　前記階調電圧発生回路は、前記制御回路から前記補正制御信号及び前記極性制御信号が
供給され、前記補正制御信号及び前記極性制御信号に応じて、前記上限電圧又は前記下限
電圧の何れか一方を前記シフト電圧にするか否かを切り替える切替回路を備えることを特
徴とする請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記階調発生回路は、更に、前記分圧回路における前記複数の分圧抵抗に並列に設けら
れる、前記複数の分圧抵抗の抵抗値より小さい抵抗値を有する、直列接続された複数の補
助抵抗と、遅延制御信号が供給され、該遅延制御信号に応じて、前記補正期間及び該補正
期間終了直後の期間において、前記複数の補助抵抗を前記複数の分圧抵抗に並列に接続す
る手段と、を有することを特徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記補正階調電圧は階調毎に異なる値を有し、
　前記シフト量は、前記表示データの階調値が前記表示信号電圧の絶対値が最も大きくな
る値であるときに最も大きい値に設定されることを特徴とする請求項９に記載の表示装置
。
【請求項１４】
　前記階調電圧発生回路は、前記表示データの階調に対応した階調電圧に加えて、前記階
調電圧の最大の電圧よりも高い電圧及び前記階調電圧の最小の電圧より低い電圧を有する
シフト階調電圧を発生する手段を有し、
　前記書き込み回路は、前記補正期間においては、前記複数の階調電圧から前記表示デー
タの階調値より前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側の階調に対応した前記階調電圧
又は前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側の前記シフト階調電圧を選択して、前記補
正階調電圧として出力する手段を有することを特徴とする請求項９又は１３に記載の表示
装置。
【請求項１５】
　前記表示装置は、更に、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正
制御信号及び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号を出力する制御回路を備え、
　前記表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、
　前記書き込み回路は、前記制御回路から前記補正制御信号及び前記極性制御信号が供給
され、前記補正制御信号及び前記極性制御信号に応じて、出力する電圧を、前記補正階調
電圧とするか否かを切り替える選択回路を備えることを特徴とする請求項１４に記載の表
示装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項１に記載の発明の表示駆動装置は、画素電極と該画素電極に対向する対向電極と
、前記画素電極と前記対向電極間に充填された液晶とを有してなる表示画素を、表示デー
タに基づいて所定の選択期間毎に表示駆動する表示駆動装置において、前記表示データの
階調数に応じた複数の階調電圧を発生する階調電圧発生回路と、前記選択期間内に、前記
表示データの階調値に応じて前記階調電圧発生回路で発生された前記複数の階調電圧の何
れかを選択して出力し、前記画素電極に印加して、前記表示画素に前記画素電極と前記対
向電極間の電位差による表示信号電圧を書き込む書き込み回路と、を具備し、前記選択期
間のうちの初期の期間からなる補正期間において、前記書き込み回路から出力される前記
階調電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる方向に、前記表示データの階調値に
応じたシフト量だけシフトした補正階調電圧とする補正手段を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に記載の発明の表示駆動装置は、請求項１に記載の発明の表示駆動装置におい
て、前記階調電圧発生回路は、上限電圧と下限電圧間に直列接続された複数の分圧抵抗に
よって、前記上限電圧と前記下限電圧間の電位差を分圧して前記複数の階調電圧を発生す
る分圧回路と、前記補正期間において、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方の、
前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側の電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きく
なる方向にシフトした電圧値を有するシフト電圧に切り替える手段と、を有することを特
徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明の表示駆動装置は、請求項２に記載の発明の表示駆動装置におい
て、前記表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、前記階調電
圧発生回路は、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正制御信号及
び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号が供給され、前記補正制御信号及び前記極
性制御信号に応じて、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方を前記シフト電圧にす
るか否かを切り替える切替回路を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項４に記載の発明の表示駆動装置は、請求項３に記載の発明の表示駆動装置におい
て、前記階調発生回路は、更に、前記分圧回路における前記複数の分圧抵抗に並列に設け
られる、前記複数の分圧抵抗の抵抗値より小さい抵抗値を有する、直列接続された複数の
補助抵抗と、遅延制御信号が供給され、該遅延制御信号に応じて、前記補正期間及び該補
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正期間終了直後の期間において、前記複数の補助抵抗を前記複数の分圧抵抗に並列に接続
する手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項５に記載の発明の表示駆動装置は、請求項１に記載の発明の表示駆動装置におい
て、前記補正階調電圧は階調毎に異なる値を有し、前記シフト量は、前記表示データの階
調値が前記表示信号電圧の絶対値が最も大きくなる値であるときに最も大きい値に設定さ
れることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項６に記載の発明の表示駆動装置は、請求項１又は５に記載の発明の表示駆動装置
において、前記階調電圧発生回路は、前記表示データの階調に対応した階調電圧に加えて
、前記階調電圧の最大の電圧よりも高い電圧及び前記階調電圧の最小の電圧より低い電圧
を有するシフト階調電圧を発生する手段を有し、前記書き込み回路は、前記補正期間にお
いては、前記複数の階調電圧から前記表示データの階調値より前記表示信号電圧の絶対値
が大きくなる側の階調に対応した前記階調電圧又は前記表示信号電圧の絶対値が大きくな
る側の前記シフト階調電圧を選択して、前記補正階調電圧として出力する手段を有するこ
とを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項７に記載の発明の表示駆動装置は、請求項６に記載の発明の表示駆動装置におい
て、前記表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、前記書き込
み回路は、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正制御信号及び前
記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号が供給され、該補正制御信号及び前記極性制御
信号に応じて、出力する電圧を、前記補正階調電圧とするか否かを切り替える選択回路を
備えることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項８に記載の発明の表示駆動装置は、請求項７に記載の発明の表示駆動装置におい
て、前記選択回路は、前記表示データの階調値が少なくとも中間調より前記表示信号電圧
の絶対値が大きくなる側の階調であるときに、前記補正期間において、前記補正階調電圧
を選択して出力することを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項９に記載の発明の表示装置は、複数の走査ライン及び複数の信号ラインの各交点
に対応してマトリクス状に配列され前記走査ライン及び前記信号ラインに電気的に接続さ
れた画素電極と、該画素電極に対向する対向電極と、前記画素電極と対向電極間に充填さ
れた液晶と、を有してなる複数の表示画素を有する表示パネルと、前記複数の走査ライン
を所定の選択期間毎に順次選択する走査線駆動回路と、前記表示データの階調数に応じた
複数の階調電圧を発生する階調電圧発生回路と、前記走査線駆動回路による前記各走査ラ
インの前記選択期間内に、前記表示データの階調値に応じて前記階調電圧発生回路で発生
された前記複数の階調電圧の何れかを選択して前記複数の信号ラインに出力して、当該選
択された走査ラインの前記各表示画素に前記画素電極と前記対向電極間の電位差による表
示信号電圧を書き込む書き込み回路と、を有する信号線駆動回路と、を備え、前記信号線
駆動回路は、前記選択期間のうちの初期の期間からなる補正期間において、前記書き込み
回路から出力される前記階調電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる方向に、前
記表示データの階調値に応じたシフト量だけシフトした補正階調電圧とする補正手段を有
することを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項１０に記載の発明の表示装置は、請求項９に記載の発明の表示装置において、前
記階調電圧発生回路は、上限電圧と下限電圧間に直列接続された複数の分圧抵抗によって
、上記上限電圧と下限電圧間の電位差を分圧して前記複数の階調電圧を発生する分圧回路
と、前記補正期間において、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方の、前記表示信
号電圧の絶対値が大きくなる側の電圧を、前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる方向に
シフトした電圧値を有するシフト電圧に切り替える手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項１１に記載の発明の表示装置は、請求項１０に記載の発明の表示装置において、
前記表示装置は、更に、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正制
御信号及び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号を出力する制御回路を備え、前記
表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、前記階調電圧発生回
路は、前記制御回路から前記補正制御信号及び前記極性制御信号が供給され、前記補正制
御信号及び前記極性制御信号に応じて、前記上限電圧又は前記下限電圧の何れか一方を前
記シフト電圧にするか否かを切り替える切替回路を備えることを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項１２に記載の発明の表示装置は、請求項１１に記載の発明の表示装置において、
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前記階調発生回路は、更に、前記分圧回路における前記複数の分圧抵抗に並列に設けられ
る、前記複数の分圧抵抗の抵抗値より小さい抵抗値を有する、直列接続された複数の補助
抵抗と、遅延制御信号が供給され、該遅延制御信号に応じて、前記補正期間及び該補正期
間終了直後の期間において、前記複数の補助抵抗を前記複数の分圧抵抗に並列に接続する
手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項１３に記載の発明の表示装置は、請求項９に記載の発明の表示装置において、前
記補正階調電圧は階調毎に異なる値を有し、前記シフト量は、前記表示データの階調値が
前記表示信号電圧の絶対値が最も大きくなる値であるときに最も大きい値に設定されるこ
とを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項１４に記載の発明の表示装置は、請求項９又は１３に記載の発明の表示装置にお
いて、前記階調電圧発生回路は、前記表示データの階調に対応した階調電圧に加えて、前
記階調電圧の最大の電圧よりも高い電圧及び前記階調電圧の最小の電圧より低い電圧を有
するシフト階調電圧を発生する手段を有し、前記書き込み回路は、前記補正期間において
は、前記複数の階調電圧から前記表示データの階調値より前記表示信号電圧の絶対値が大
きくなる側の階調に対応した前記階調電圧又は前記表示信号電圧の絶対値が大きくなる側
の前記シフト階調電圧を選択して、前記補正階調電圧として出力する手段を有することを
特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項１５に記載の発明の表示装置は、請求項１４に記載の発明の表示装置において、
前記表示装置は、更に、前記選択期間のうちの前記補正期間中であるか否かを示す補正制
御信号及び前記表示信号電圧の極性を示す極性制御信号を出力する制御回路を備え、前記
表示信号電圧は前記選択期間毎に極性が反転されるように制御され、前記書き込み回路は
、前記制御回路から前記補正制御信号及び前記極性制御信号が供給され、前記補正制御信
号及び前記極性制御信号に応じて、出力する電圧を、前記補正階調電圧とするか否かを切
り替える選択回路を備えることを特徴とする。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　一般的に、液晶表示装置では、液晶が充填される画素電極－共通電極間の電界（液晶印
加電圧ＶＬＣＤ）の極性を所定周期で反転させる反転駆動が行われている。液晶表示パネ
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ル１０では、上述のように、画素電極－共通電極間の電界に応じて液晶の配列が決定され
るが、かかる画素電極－共通電極間に直流を印加すると、焼き付きが発生したり、液晶の
劣化や破壊を引き起こしたりする原因となる。このため、画素電極－共通電極間の電界の
極性を周期的に反転させることで、これを防止している。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　従って、前記極性制御信号ＰＯＬがハイレベルの場合、つまり液晶印加電圧ＶＬＣＤの
絶対値が大きくなる電圧がＶ０側である場合には、前記補正制御信号ＣＮＴがハイレベル
の期間中は、前記Ｖ１セレクト信号は、ＡＮＤゲート２５０７側からのみ出力されて、前
記スイッチ２５１０はオン、前記スイッチ２５１２はオフとなり、結果として、前記出力
ＡＭＰ２７へは、表示データの階調値に応じた正規の階調電圧であるＶ１よりも低い（液
晶印加電圧ＶＬＣＤの絶対値がＶ１のときよりα１＋１階調差（２５５階調と２５４階調
の差）分だけ大きい）Ｖ０－α１のシフト階調電圧が選択されて、補正階調電圧として前
記出力ＡＭＰ２７に出力される。そして、前記補正制御信号ＣＮＴがローレベルとなると
、前記Ｖ１セレクト信号は、ＡＮＤゲート２５０８側からのみ出力されて、前記スイッチ
２５１０はオフ、前記スイッチ２５１２はオンとなり、結果として、前記出力ＡＭＰ２７
へは、正規の階調電圧であるＶ１が選択されて出力される。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　このように、ＡＮＤゲート２５２９と図示しないＡＮＤゲート及びスイッチ２５２１と
Ｖ２５３スイッチでなる選択回路により、前記補正制御信号ＣＮＴがハイレベルの補正期
間に正規の階調電圧Ｖ２５３よりも液晶印加電圧ＶＬＣＤの絶対値が２階調差分だけ大き
い階調電圧Ｖ２５５を出力し、その後の書き込み期間で補正制御信号ＣＮＴをローレベル
として正規の階調電圧Ｖ２５３を出力することができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　以上のような第１実施形態によれば、ＤＡＣ２５に供給する複数の階調電圧の電圧範囲
を表示データのビット数に応じた電圧範囲より広くして設定し、１Ｈの書き込み期間にお
いて、書き込み初期の補正期間に、表示データの階調値に応じた正規の階調電圧よりも液
晶印加電圧の絶対値が大きくなる側にシフトした補正階調電圧を出力し、その後、正規の
階調電圧を出力するような書き込み回路を備えることで、各階調において液晶の書き込み
時間を短縮することができる。これにより、例えば高精細化により１Ｈの期間が短くなっ
たとしても、書き込み時間が足りずに書き込み不足が生じることを抑制して、正規の表示
信号電圧を表示画素の液晶に良好に書き込むことが可能となる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８８】
　そこで、本実施形態では、更に、分圧器２６０１の前記抵抗Ｒ０～Ｒ２５４と並列に前
記抵抗Ｒｓ，Ｒｔ，Ｒｕ，Ｒｖの直列接続を設けて、これを前記遅延制御信号ＣＮＴＤが
ハイレベルの期間に接続する構成を備える。前記スイッチ２６０４～２６０８を介して、
前記抵抗Ｒｓは前記抵抗Ｒ０～Ｒ６２に並列に接続され、前記抵抗Ｒｔは前記抵抗Ｒ６３
～Ｒ１２６に並列に接続され、前記抵抗Ｒｕは前記抵抗Ｒ１２７～Ｒ１９０に並列に接続
され、前記抵抗Ｒｖは前記抵抗Ｒ１９１～Ｒ２５４に並列に接続される。ここで、例えば
、前記抵抗Ｒｓは（Ｒ０＋Ｒ１＋…＋Ｒ６２）／１０の抵抗値を有し、前記抵抗Ｒｔは（
Ｒ６３＋Ｒ６４＋…＋Ｒ１２６）／１０の抵抗値を有し、前記抵抗Ｒｕは（Ｒ１２７＋Ｒ
１２８＋…＋Ｒ１９０）／１０の抵抗値を有し、前記抵抗Ｒｖは（Ｒ１９１＋Ｒ１９２＋
…＋Ｒ２５４）／１０の抵抗値を有する。これにより、前記遅延制御信号ＣＮＴＤがハイ
レベルの期間に前記スイッチ２６０４～２６０８を介して前記抵抗Ｒｓ，Ｒｔ，Ｒｕ，Ｒ
ｖが前記抵抗Ｒ０～Ｒ２５４に並列に接続されたとき、階調電圧Ｖ６３，Ｖ１２７，Ｖ１
９１，Ｖ２５５に関しては、時定数が、前記抵抗Ｒｓ，Ｒｔ，Ｒｕ，Ｒｖを接続しないと
きの概ね１／１０にすることができるため、階調電圧Ｖ０～Ｖ２５５の値が安定するまで
の遅延時間を減らすことができる。但し、前記遅延制御信号ＣＮＴＤをハイレベルとして
抵抗Ｒｓ，Ｒｔ，Ｒｕ，Ｒｖを接続した状態では、Ｖ０とＶ２５５間の抵抗が前記抵抗Ｒ
ｓ，Ｒｔ，Ｒｕ，Ｒｖを接続しないとき概ね１／１０になるため、Ｖ０とＶ２５５間に流
れる電流が増加してしまう。これによる消費電力の増加を抑制するために、図６に示すよ
うに、前記遅延制御信号ＣＮＴＤを、前記補正制御信号ＣＮＴがローレベルになった後、
階調電圧Ｖ０～Ｖ２５５の安定時間に相当する遅延期間Ｄｅｌａｙを待ってローレベルに
する。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　なお、本第２実施形態では、Ｒｘ＝Ｒ０＋Ｒ１＋・・・＋Ｒ２５３＋Ｒ２５４としたと
きに、Ｒｓ＋Ｒｔ＋Ｒｕ＋Ｒｖ＝Ｒｘ／１０としたが、これに限るものではなく、Ｒｘ／
２０、あるいは、Ｒｘ／３０としても良い。
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